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量）、Ⅶ（患者吸気仕事量）を測定し吸気時に於ける呼吸器の比較を行なった。   
TD、？Paw、WnrigはP部40が最も良好な結果を示し、吸気初期に於ける人工  
呼吸器の反応性が優秀であることを表した。   
Ⅵ鴨iはEvita4、Evita礼が他の5機種より有意に低く、患者の吸気時に最も良  




論 文 審 査 結 果 の 要 旨  
本研究は、臨床の現場に供給されている各種人工呼吸器の性能比較を模擬患者呼吸   
システム仏ctiveServOLung5000）を用いて、最もよく使用される呼吸モードである   
陽圧補助換気（PSⅥPressureSupportVbntilation）において調べたものである。  
人工呼吸からの離脱には、PSVモードを用いることが最も患者にとって負担が少な  
く、しかも早期に人工呼吸からの離脱が可能である。しかし、そのPSVモードを使   







よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
